
【解説文】 

県が取り組む「政策オリンピック」では、今年度から広く県民の皆様からアイデアを募集し、

優れた提案について事業化・予算化を進める新たな仕組みを導入しています。 

 

今年度は、「消防団員及び水防団員の確保対策」、「ひきこもり支援」、「みんなで守る社会イ

ンフラ」の３つのテーマで実施しており、このたび、アイデア募集の結果を取りまとめまし

たので、お知らせします。 

 

いずれのテーマも１００件を超えるご提案をいただき、応募いただいた皆様に感謝を申し

上げるとともに、各課題に対する皆様の関心の高さを実感しています。 

 

具体的なアイデアとして、「消防団員及び水防団員の確保対策」では、企業等協力消防団の

創設など団組織の見直しや、高齢者が取り扱いやすい資機材の導入など団活動の見直しに関

するものなどがありました。 

 

また、「ひきこもり支援」では、当事者が携わるセンターの設置などピアサポート（同じ経

験をされた方による支援）の充実や、自宅以外の安心して過ごせる居場所であるレスパイト

スペースなど多様な居場所の提供に関するものなどがありました。 

 

それから、「みんなで守る社会インフラ」では、地域の住民、団体、企業の方がボランティ

アで道路の清掃など維持管理をしていただいている「ぎふ・ロード・プレーヤー」制度の拡

充など連携・協働の推進に関するものや、遠隔操縦式草刈機を活用した河川堤防の除草作業

の負担軽減など新技術等の活用に関するものなどがありました。 

 

県民の皆様から素晴らしいアイデアをいただきましたので、これらのアイデアをもとに、今

後、来年度の県の事業の検討を進めてまいります。 

 

この「政策オリンピック」を通じて、県民の皆様のご意見が県の政策に反映され、県政を動

かす力となることを実感していただきたいと考えています。そして、この経験が、皆様の県

政へのより積極的な参加につながることを期待しています。 


